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財務報告に係る内部統制の重要な欠陥に関するお知らせ 

 

当社は、平成23年１月期の内部統制報告書において、内部統制に重要な欠陥がある旨を記載す

ることといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．重要な欠陥の内容 

当社は、経理部門の効率性を重視しており、少人数で決算業務を行っておりましたが、少人数である

がゆえに業務過多の状態となっていたため、適切な人材の確保・配置が不十分な状況となり、結果、決

算業務に係る情報伝達、適切な財務報告のための必要な能力やスキルの欠如が生じ、決算・財務報告プ

ロセスにおいて十分な検証・承認手続きを実施することができませんでした。そのため、引当金や減損

損失の計上、注記事項の記載誤り等、決算・財務報告プロセスの不備を原因とする多数の処理誤りにつ

いて重要な修正を行っております。 

 

２．事業年度末日までに是正されなかった理由 

事業年度末日までに是正されなかった理由は、少人数かつ業務多忙の中、会計基準等に係る教育及び

会計実務等の適切な分担が十分に行えないまま、決算・財務報告プロセスに関する内部統制の運用が実

行されたこと、また、決算・財務報告プロセスにおいて十分な検証・承認手続きを実施するための人材

を事業年度末日までに補充することができなかったことから、上記不備が事業年度末日以降に実施され

た監査の過程で識別されたためであります。 

 

３．連結財務諸表等に及ぼす影響 

本件は、決算・財務報告プロセスにおいて、監査人に指摘された後に適切な会計処理をおこなってお

りますので、平成 23 年１月の連結財務諸表及び財務諸表に及ぼす影響はありません。 
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４．重要な欠陥の是正内容 

財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性は認識しており、決算・財務報告プロセスの見直し、

あるいは人材育成のための教育計画及び経理部門への人員配置の充実等の環境を整備し、外部専門家等

の活用も含め、相互チェック体制の強化を図ることにより、翌事業年度においては、適切な内部統制を

整備・運用する方針であります。 

  

以上 
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